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つくば研究学園都市は 多くの先端技術や知識が集積し 高い市民力（自治意識と環境意識）を有するエリアである 当該エリつくば研究学園都市は、多くの先端技術や知識が集積し、高い市民力（自治意識と環境意識）を有するエリアである。当該エリ
アで先行的に宅地開発が進められる葛城Ｃ４３街区において、これらのポテンシャルを活かした「サスティナブルコミュニティ」
のモデルを構築し、「環境モデル都市」つくばの目標とする「つくば環境都市スタイル”SMILe”」の具現化を目指す。

①「つくば環境スタイルサ 葛城C 43街 全体

Ｈ２５年３月 つくば市は「環

①「つくば環境スタイルサ
ポーターズ」を活用した街
区全体での「サスティナブ
ルコミュニティ」の形成

葛城C-43街区全体での
コミュニティ形成

→コミュニティ全体での
サポーターズへの参加 ②コミュニティ全体で周辺

の都市機能と連動した省エ
ネインセンティブプログラ

将来的にエネルギー
・Ｈ２５年３月、つくば市は「環
境モデル都市」に。
・コンセプトは「つくば環境スタ
イル」 ”SMILe”～みんなの知
恵とテクノロジーで笑顔にな HEMS

街区としてのＥＭＳ（エ

リアエネルギーマネジメ

ントシステム）
インセンティブ

ネインセンティブプログラ
ムの実施

制御型CEMSへ発展

る街～

統合HEMS EMS

（既存街区も将来的に包含）

既存戸建街区

新規戸建街区

１７５世帯 新規集合街区

２３０世帯

④新規戸建街区における３電池

③研究機関、公共交通等と連携
し、低炭素自動車の普及に向け
た、次世代モビリティの利活用方
法の実証

１００世帯＋ＨＥＭＳの先進的環境配慮型
戸建住宅の街区単位での展開
（インフラとしての低炭素型住
宅の整備）
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